
WOOL FACTS

ウールは再生可能な天然資源で
す。 食べられる草がある限り、羊は
羊毛を産出し続けます。 廃棄されたウ
ールは、貴重な栄養分をゆっくりと土に還
しながら、数か月あるいは数年かけて土の
中で自然に分解されます。 一方、化学繊維
は分解するのに非常に時間がかかり、世界
中に埋め立てごみが溢れる大きな原因と
なっています。

ウールは海洋環境においても生分解可能で
あり、マイクロプラスチックによる汚染問題に
も寄与しません。 それに対し化学繊維のテキ
スタイルから出るマイクロファイバー（マイク
ロプラスチック）は、海洋環境と陸上環境ど
ちらの生態系にもダメージを与えています。

WOOL IS 100% 
BIODEGRADABLE
ウールは100％生分解可能
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マイクロファイバー
とマイクロプラスチ
ックとの違い

マイクロプラスチック： アクリルやポリプロピレン、ポリエステル、ポリアミ
ドなどのプラスチック素材から生成され、直径が5mm（0.2インチ）未満の
非常に小さな粒子。 これらの粒子は消費材のゴミや産業廃棄物から生じ
るもので、生分解されません。

マイクロファイバー： マイクロファイバーはあらゆる繊維から生じます。マ
イクロファイバーとは線密度が1デシグラム未満の非常に小さな繊維です。 
化学繊維から生じたマイクロファイバーはマイクロプラスチックの一つの
形であり、生分解されません。 ウールの様な天然繊維から生じたマイクロ
ファイバーはマイクロプラスチックではないため、生分解されます。 

窒素（N）、硫黄 
（S）と他の栄養素

ウールの生分解性

ウールの生分解の
メカニズム

動物と植物に由来する全ての素材はある程度の生分解性を備えており、 
菌やバクテリアなどの生きている生物の作用により分解されます。 

ウールは人間の髪の毛の成分に似た、天然のタンパク質であるケラチンに
より構成されています。 ケラチンが微生物により自然に分解されると、分解
産物は環境にどのような害も及ぼしません。 

ウールは素早く生
分解されます

ウールはわずか3カ月から4カ月で生分解されますが、その速度は土壌や
気候、ウールの特性によって異なります。 その間に窒素、硫黄、マグネシウ
ムといった 必須元素が土に還され、それが成長する植物に取り込まれま
す。 土に埋めるとより 迅速に、わずか4週間で分解されることが、研究に
よって明らかになっています。 ウールが生分解される際、自然な炭素循環
の一部として土中に炭素を放出します。

染色や収縮防止などの加工処理が、ウールの土中での生分解速度に影
響を及ぼすことが研究により示されています。 染色加工はウール生地の
分解に対する初期抵抗力を強める可能性がありますが、通常これは短
期的な影響であり、8週間以上続くことはありません。 その一方、最近の
研究により、ウールに施される塩素-ハーコセット防縮加工（この処理に
より洗濯機洗いが可能になる）は生分解を加速させることが示されてい
ます。 防縮加工により繊維のキューティクル（ウールの装甲板のようなも
の）が取り除かれて、微生物による分解への感受性が高まることがその
理由です。
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ウールは100％生分解可能 

ウールは、暖かく湿った条件下において容
易に生分解可能
廃棄されたウールを暖かく湿った状態に保つ、あるいは土に埋めると、菌やバ
クテリアの繁殖に伴って酵素が発生し、ウールが消化されます。

一方で、ケラチン（人間の髪の毛に似たたんぱく質の成分）は独特の化学構造
を持ち、またウールは撥水性のある丈夫な外膜を備えているため、きれいで乾
燥したウールは簡単には生分解されません。 そのため、ウール製品は通常の
状態では、弾力性に優れ、長持ちするのです。

ウールは必須栄養素を土に還す
土に埋められたウールは、他の生物が吸収し、成長するための栄養素を提供す
る緩効性肥料となります。 ハーブや野菜を育てるためにウール肥料を使用す
る場合もあります。 これは、土と草という最初の投入物を取り戻す、自然の循
環型リサイクルとして知られています。 土壌にウールを混ぜることによる有益
な効果として、その他に土壌の保水力の向上や水浸透性の改善、土壌通気性、
浸食の減少などが挙げられます。 粉々にしたウールカーペットを肥料として使
用すると、草の乾物収率が24％増の82 ％となりました。

ウールは埋め立てゴミの増加や マイクロプ
ラスチック汚染の悪化をもたらさない 
ウールは土壌と海洋系において比較的短期間で自然に生分解されるので、ゴミ
埋立地や海洋に蓄積することがありません。 AgResearchの2020年の研究の結
果はこのことを実証しただけでなく、洗濯可能なウールの処理に一部使用され
るポリアミド樹脂が、マイクロプラスチック汚染を引き起こすことを裏付ける証
拠が無いことも示しました。

一方、合成繊維は何十年も存在し続け、小さな断片になって散らばる可能性が
あります。 一般的にマイクロプラスチック、あるいは直5径mm未満の場合には
マイクロファイバーと呼ばれるそれらの断片は、水中環境や埋立地に蓄積し、生
物によって消費され、生態系に悪影響を及ぼします。 ポリエステルフリースの 衣
服l 枚を1回洗濯するたびに 19 0 0 本以上の繊維が放出されます。 それを摂取
した生物は胃の中でプラスチックが食物に置き換わるため、餓死する場合もあ
ります。 一度マイクロプラスチックが食物連鎖に取り込まれると、海産物の消費
を通じて人間の健康にも影響を及ぼす可能性があります。 マイクロプラスチッ
クは、ボトル詰めの水と水道水の両方の飲料水からも検出されています。
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ウールは100％生分解可能
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